
区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 5 3 2 2 2 1
 〔市長提出〕

報　
告

報第４号
専 決 処 分 報 告 に つ い て	
（令和３年度三条市一般会計補
正予算）

国の補助金を受け、低所得のひとり親世帯等に対し、生活支援特
別給付金を給付するほか、嵐南公民館大集会室の空調設備の入
替えに要する経費について、必要な予算措置を行ったもの	
補正額	 7,611万2,000円	
補正後の額	 474億579万2,000円	
専決処分日：令和３年４月14日

総務文教常任委員会	
市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第５号
専 決 処 分 報 告 に つ い て	
（令和３年度三条市一般会計補
正予算）

新型コロナウイルス感染症に罹患した者と一定の接触があった職
員等に対しＰＣＲ検査を行うとともに、停電時に新型コロナウイル
スワクチンの一時保管等を行う可搬型冷凍庫を購入するほか、空
家等対策の推進に関する特別措置法に基づく空家の一部除却に
要する経費について、必要な予算措置を行ったもの	
補正額	 1,970万6,000円	
補正後の額	 474億2,549万8,000円	
専決処分日：令和３年５月13日

総務文教常任委員会	
市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人
事 諮第１号 人権擁護委員候補者の推薦に

ついて

人権擁護委員若林誠さんは、令和３年９月30日に任期満了するこ
ととなるので、その後任委員候補者として、若林誠さんを推薦する
もの	
委員の任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

 〔議員発案〕

意
見
書

議員発案	
第１号

30人以下学級実現、義務教育
費国庫負担制度の２分の１復元
に係る意見書の提出について

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよ
う要望する意見書を提出するもの	
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科
学大臣

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

 〔請願〕

請
願

請願	
第14号

30人以下学級実現及び義務教
育費国庫負担制度の復元を求
める請願

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよ
う要望する意見書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
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議　　　　案

インターネットで
市議会の模様を
配信しています。

スマホか
タブレットで
スキャン！

INFORMATION ! インターネット中継 &アーカイブ映像あります！

6月定例会では
5会派が大綱質疑、

1人が質疑を
行いました。

 Check!
若
山
副
市
長
は
三
条
市
の
行
政
職
の

キ
ャ
リ
ア
を
買
わ
れ
て
平
成
29
年
７
月

に
國
定
市
政
の
下
、副
市
長
に
就
任
さ
れ
た
。

昨
年
11
月
に
滝
沢
市
長
が
就
任
後
も
副
市
長

職
を
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
「
市
役
所
企
業
を
変
え
る
」を
標
榜
さ
れ
て

い
る
市
長
。

　

滝
沢
市
政
に
な
り
、市
の
職
員
は
若
干
の

変
化
の
兆
し
も
見
ら
れ
る
よ
う
だ
が「
新
し

い
酒
は
新
し
い
革
袋
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
う
原
理
原
則
が
あ
る
。

　

昨
今
は
副
市
長
職
を「
公
募
募
集
」す
る
自

治
体
も
あ
る
時
代
で
あ
る
。

　
「
行
政
経
験
」に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、あ

ら
ゆ
る
視
点
か
ら「
市
役
所
改
革
」に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
行
政
の
定
石
」に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

「
市
民
の
た
め
」「
市
民
本
位
」の
行
政
が
必

要
と
考
え
る
。

　

市
長
の
認
識
と
見
解
は
い
か
が
か
。

若
山
副
市
長
は
豊
富
な
行
政
経
験
を
有
し

Q

三
条
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

三
条
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

三
条
市
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
第

11
号

議
第

10
号

議
第

7
号

議
第

1
号

事
前
の
調
査
で
は
何
社
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
の
か
。

事
業
者
の
参
加
意
欲
、
競
争
性
を
阻
害

す
る
懸
念
が
あ
り
示
せ
な
い
。

Q

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

個
人
市
民
税
お
よ
び
公
的
年
金
受
給
者

に
つ
い
て
、今
回
の
改
正
で
何
が
変
わ

り
、
影
響
額
は
ど
う
か
。

改
正
は
、
扶
養
控
除
対
象
の
扶
養
親
族

の
う
ち
30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
国
外
居

住
親
族
を
原
則
除
く
も
の
。
個
人
市
民
税
均

等
割
、
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
に
つ
い
て

も
、
国
外
居
住
親
族
の
数
か
ら
対
象
外
の
扶

養
親
族
を
除
外
す
る
も
の
で
、
こ
の
改
正
に

よ
り
課
税
対
象
者
が
増
え
る
が
、
現
時
点
で

年
齢
な
ど
必
要
な
情
報
が
な
い
こ
と
か
ら
影

響
額
の
算
出
は
で
き
な
い
。

Q

三
条
市
家
庭
的
保
育
事
業
で
、
電
磁
的

記
録
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
の
保
管

方
法
と
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
安
全
性
は

ど
う
か
。

電
磁
的
記
録
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

デ
ー
タ
は
各
施
設
ご
と
に
保
管
さ
れ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
各
施
設
に
お
い
て

当
然
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
が
、
監
査
の
際
に
任
意
の
項
目
と

し
て
確
認
し
て
い
く
。

Q

使
用
料
収
入
の
按
分
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
協
議
し
決
定
す
る
。

Q

て
お
り
、
三
条
市
政
の
こ
と
な
ど
各
般
に
精
通

し
て
い
る
。
ま
た
、
長
年
の
行
政
経
験
で
培
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
私
自
身

が
適
任
と
考
え
た
。

　
市
役
所
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
副
市
長
の
ほ

か
市
職
員
の
考
え
を
聞
き
な
が
ら
、私
自
身
が
最

終
的
に
判
断
し
、責
任
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
。

公
園
の
設
置
・
運
営
に
つ
い
て
の
方
向

性
を
伺
う
。

両
市
で
都
市
公
園
と
し
て
設
置
・
管
理

を
事
業
者
に
行
わ
せ
る
。

Q

公
園
整
備
に
公
的
資
金
は
必
要
と
な
る

の
か
。

民
間
事
業
者
の
収
益
に
よ
り
整
備
、
維

持
管
理
を
行
う
。

Q

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

14
号

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
事
業
に

お
け
る
返
礼
品
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
人
材
を
採
用
す

る
と
し
て
、
特
任
専
門
員
報
酬
や
確
保
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託
料
な
ど
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
業
務

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
資
格
、
要
件
が
必
要

と
考
え
て
い
る
の
か
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員
の
具
体

的
な
業
務
、
資
格
、
要
件
等
に
つ
い
て

は
、
三
条
市
の
特
産
品
に
お
け
る
新
た
な
販

路
開
拓
に
向
け
た
業
務
を
行
う
。
具
体
的
に

は
、
三
条
市
の
返
礼
品
や
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
と
い
う
市
場
に
お
い
て
選
択
さ
れ
る
寄

附
額
等
の
設
定
や
各
企
業
等
を
訪
問
し
、
新

た
な
返
礼
品
を
掘
り
起
こ
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
寄
附
金
増
に
向
け
た
新
た
な
方
策
を
検

討
し
実
施
す
る
。

Q

45


